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12
月
25
日
、
日
本
共
産
党
岩
手
県

委
員
会
と
県
議
団
は
、
達
増
拓
也
知
事

に
た
い
し
、
来
年
度
予
算
に
関
す
る
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
で
は
、
安
倍
暴
走
政
治
の

転
換
を
実
現
す
る
こ
と
は
県
民
の
暮

ら
し
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
指

摘
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
発
展
さ
せ

安
倍
政
権
を
打
倒
し
新
し
い
政
治
の

実
現
に
取
り
組
む
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興

の
課
題
で
は
、
被
災
者
の
医
療
費
・
介

護
利
用
料
の
免
除
措
置
を
国
と
し
て

復
活
さ
せ
、
県
独
自
に
来
年
以
降
も
継

続
実
施
す
る
こ
と
。
災
害
公
営
住
宅
家

賃
の
国
の
軽
減
策
が
６
年
目
か
ら
縮

小
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
県
・
市
町
村

の
独
自
の
軽
減
策
の
周
知
徹
底
を
図

り
、
収 

国
保
の
構
造
的
問
題
の
打
開
を
大
前

提
に
、
国
庫
負
担
の
大
幅
な
増
額
を
求

め
、
滞
納
者
か
ら
の
保
険
証
の
取
り
上

げ
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
は
、
就
学
援

助
の
周
知
徹
底
と
対
象
児
童
・
品
目
の

拡
大
、
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
を
支 

達増知事（左）に申し入れる（右から）高田一郎県議、斉藤県議、菅原則
勝党県委員長、千田美津子県議、吉田恭子党県常任委員（１２月２５日） 

 

り
、
収
入
超
過
者
に
対
す
る
独
自
の
軽

減
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

援
し
広
げ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

 

教
育
の
課
題
で
は
35
人
学
級
を
来

年
度
か
ら
小
学
校
全
学
年
に
拡
充
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
「
申
し
入
れ
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
来
年
度
予
算
の
調
整
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

の
課
題
で
は
、
住
宅
再
建
へ
の
支
援
の

拡
充
と
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の

申
請
期
限
の
延
長
を
求
め
ま
し
た
。
県

は
、「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
拡

充
を
国
に
求
め
て
い
る
。
申
請
期
限
の

延
長
は
公
益
財
団
法
人
都
道
府
県
会

館
と
協
議
中
」
と
答
弁
。
そ
の
後
、
申

請
期
限
が
平
成
31
年
４
月
10
日
ま

で
１
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
の
軽

減
策
に
つ
い
て
県
は
、「
県
・
市
町
村

の
独
自
の
軽
減
策
で
対
応
で
き
る
」、

収
入
超
過
者
に
対
す
る
軽
減
策
に
つ

い
て
は
、「
具
体
の
対
応
に
つ
い
て
は

各
市
町
村
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

県
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
で
は
、

青
年
の
雇
用
と
働
き
方
の
改
善
を
求

め
る
請
願
は
採
択
さ
れ
た
も
の
の
、
労

働
法
制
の
改
悪
に
反
対
す
る
請
願
は

不
採
択
と
な
り
、
意
見
書
も
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
日
米
共
同
訓
練
と
オ
ス

プ
レ
イ
の
訓
練
参
加
中
止
を
求
め
る

請
願
も
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
私
学 

最終本会議で討論に立つ斉藤県議(１２月１１日) 

 

12
月
県
議
会
が
11
月
28
日
か
ら

12
月
11
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
高

田
一
郎
県
議
が
一
般
質
問
に
立
つ
と

と
も
に
、
斉
藤
県
議
が
議
案
と
請
願
不

採
択
に
対
す
る
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。 

県
民
の
切
実
な
要
求
と
９
月
県
議

会
で
の
請
願
採
択
を
受
け
、
被
災
地

福
祉
灯
油
が
７
年
連
続
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
沿
岸
12
市

町
村
で
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興

の 

助
成
の
充
実
強
化
等
を
求
め
る
二
つ
の

請
願
は
意
見
書
と
と
も
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
（
主
な
請
願
に
対
す
る
盛
岡
選
挙

区
選
出
県
議
の
賛
否
は
裏
面
に
掲
載
）。 

 
 

台
風

10
号
災
害

対
策
で
は
、
被
災
者

の
住
宅
補
修
に
対
す

る
支
援
の
拡
充
を
要

望
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
は
、

県
議
会
で
の
請
願
採

択
を
踏
ま
え
、
小
学

校
卒
業
ま
で
現
物
給

付
と
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。 

 

国
保
の
都
道
府
県

化
に
あ
た
っ
て
は
、

低
所
得
者
に
高
い
保

険
料
が
課
せ
ら
れ
る

国 

○被災者の医療費・介護利用料等の免除措置を国として復活
させ、県独自に来年以降も継続実施すること。 

○災害公営住宅家賃の県・市町村独自の軽減策を周知徹底す
ること。収入超過者に対する独自の軽減策を講じること。 

○台風 10号災害被災者の住宅補修への支援の拡充を。 
○子どもの医療費助成の現物給付を小学校卒業まで拡充を。 
○高すぎる国保税は引き下げ、滞納者からの保険証の取り上
げはただちに中止すること。 

○子どもの貧困対策―就学援助の対象を拡大すること。子ど
も食堂の取り組みを支援し広げること。 

○新規学卒者の県内就職率向上に積極的に取り組むこと。 
○35人学級を小学校全学年で実施すること。 
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【
11
月
】 

15
日 

日
本
共
産
党
宮
城
県
議
団
の
調

査
に
同
席
（岩
手
の
福
祉
資
金
・

災
害
援
護
資
金
） 

16
日 

県
議
団
の
一
関
調
査
（明
生
園
、

一
関
商
工
会
議
所
、
藤
の
園
、
Ｊ

Ａ
い
わ
て
平
泉
） 

17
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

19
日 

産
業
技
術
短
大
20
周
年
、
専
攻

科
10
周
年
記
念
式
典 

20
日 

安
倍
９
条
改
憲
許
す
な
！
昼
デ

モ 

21
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

22
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

23
日 

北
上
革
新
懇
総
会
で
講
演 

24
日 

県
議
団
で
調
査
（ポ
ラ
ン
の
広
場
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
ク
ル
い
わ
て
） 

25
日 

赤
旗
全
国
将
棋
大
会
優
勝
小
山

さ
ん
の
祝
勝
会 

26
日 

岩
手
県
革
新
懇
記
念
講
演
会 

28
日 

12
月
定
例
県
議
会
開
会
、
森
林

林
業
政
策
研
究
会
講
演
会
・懇

談
会 

30
日 

県
母
親
大
会
県
交
渉
、
達
増
知

事
表
敬 

【
12
月
】 

1
日 

く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

2
日 

城
東
地
区
９
条
の
会 

3
日 

新
婦
人
県
本
部
大
会
で
あ
い
さ

つ
、
盛
岡
ス
ポ
ー
ツ
人
の
つ
ど
い 

4
～
6
日 

本
会
議
、
高
田
一
郎
県
議

が
一
般
質
問
、
斉
藤
県
議
が
議

案
に
対
す
る
質
疑 

7
～
8
日 

商
工
文
教
委
員
会 

9
日 

消
費
税
な
く
す
岩
手
の
会
総
会

で
講
演
、
小
池
晃
書
記
局
長
と

日
本
共
産
党
を
語
る
会 

10
日 

岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
、

安
倍
９
条
改
憲
ノ
ー
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩
手
の
会
結
成

式
、
佐
々
木
順
一
県
議
会
議
長

就
任
祝
賀
会 

11
日 

県
議
会
最
終
本
会
議 

13
日 

南
三
陸
町
（語
り
部
ツ
ア
ー
、
サ

ン
サ
ン
商
店
街
）、
陸
前
高
田
市

（ア
バ
ッ
セ
た
か
た
）訪
問 

14
日 

連
合
岩
手
八
幡
博
文
会
長
、
全

労
災
岩
手
推
進
本
部
長
・斉
藤

健
市
氏
を
訪
問
し
懇
談 

17
日 

奥
州
市
議
選
の
政
策
検
討
会 

19
～
21
日 

防
災
・減
災
対
策
特
別
委

員
会
調
査
（静
岡
県
） 

25
日 

達
増
知
事
に
来
年
度
予
算
要
望

の
申
し
入
れ 

子
ど
も
の
貧
困

の
具
体
的
実
態
と
貧

困
率
を
明
ら
か
に
し

た
沖
縄
県
の
実
態
調

査
を
示
し
、
県
と
し

て
の
実
態
調
査
を
求

め
ま
し
た
。
達
増
知

事
は
、「
貧
困
の
状
況

に
あ
る
子
ど
も
や
家

庭
の 

在
で
９
市
町
・
14
箇

所
と
な
っ
て
お
り
、
具

体
的
な
支
援
と
と
も

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
取
り
組
ん
で
い
く

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
と
っ
て
も

Ｓ
Ｓ
Ｗ
（
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
）
を
積
極
的
に
配

置
す
べ
き
だ
と
求
め

ま
し
た
。 

 

庭
の
支
援
ニ
ー
ズ
な
ど
を
調
査
項
目

と
す
る
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
の

実
施
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

盛
岡
市
の
「
ひ
と
り
親
家
庭
実
態

調
査
」
結
果
を
示
し
、
子
ど
も
の
居

場
所
・
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
、
就

学
援
助
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。
子

ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は
、
９
月
末
現

在
で
９
市
町
・14

か
所
と
な
っ
て
お

り
、
具
体
的
な
支
援
と
と
も
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

答
弁
。 

 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
現
物
給

付
化
の
小
学
校
卒
業
ま
で
の
拡
充
に

つ
い
て
達
増
知
事
は
「
９
月
県
議
会

で
採
択
さ
れ
た
請
願
の
趣
旨
も
踏
ま

え
市
町
村
と
調
整
し
て
い
き
た
い
」

と
前
向
き
の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。 

と
問
題
点
を
追
及
し
ま
し
た
。 

 

全
体
に
共
通
し
て
、
コ
ス
ト
削
減

を
進
め
た
結
果
、
指
定
管
理
者
の
１

７
２
人(

69
・
５
％)

が
非
正
規
職

員
で
、
平
均
時
給
賃
金
は
９
４
９
円

と
年
収
２
百
万
円
以
下
の
低
賃
金

で
す
。
今
回
指
定
期
間
を
５
年
間
に

延
長
す
る
施
設
が
多
数
で
す
が
、
そ

れ
で
も
非
正
規
職
員
は
１
６
７
人

(

66･

８
％)

で
す
。
県
の
事
業
で
不

安
定
雇
用
を
増
や
す
こ
と
は
「
県
が

締
結
す
る
契
約
に
関
す
る
条
例
」
に

反
し
ま
す
。
ま
た
、
競
争
と
な
っ
た

の
は
１
施
設
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
が

同
じ
事
業
者
へ
の
指
定
で
す
。
指
定

管
理
者
制
度
は
行
き
づ
ま
り
破
た

ん
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（12月9日） 

 

12
月
県
議
会
に
は
、
29
の
県
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る

議
案
が
提
案
さ
れ
、
具
体
的
な
実
態

と
問 

12月県議会で一般質問に立つ高田一郎県議(12月6日) 

国保税の最大の問題は「高すぎて払えない国保
税」となっていることです。一方で滞納世帯は昨年
度で 20617世帯・10.94％にのぼり、滞納者から正
規の保険証を取り上げ資格証明書・短期保険証が発
行され、財産の差し押さえまで行われていること
は、「自治体の本旨は福祉の増進」「国保は社会保障」
という自治体本来の在り方、国保の在り方に反する
ものです。国保の都道府県化は、こうした国保税の
構造的な問題を解決することにはつながりません。 

 

11
月
30
日
、
岩
手
県
母
親
大
会
実

行
委
員
会
は
、
母
親
大
会
決
議
に
基
づ

き 

千葉副知事に要請する岩手県母親大会
実行委員会のみなさん（１１月３０日） 

き
各
部
局
と
交
渉
。
県
議
団
も
同
席
し

ま
し
た
。
千
葉
副
知
事
に
は
、
①
国
保

の
広
域
化
に
伴
い
県
と
し
て
独
自
の

財
政
支
出
を
行
い
、
住
民
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
②
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

を
小
学
校
卒
業
ま
で
現
物
給
付
と
す

る
こ
と
―
を
要
請
し
ま
し
た
。 

 

実
行
委
員
会
の
方
々
は
、
達
増
知
事

を
表
敬
訪
問
し
、
昨
年
８
月
に
本
県
で

開
催
さ
れ
た
日
本
母
親
大
会
の
成
功

を
報
告
。
和
や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。 

案 件 
斉藤信 

(日本共産党) 

千葉絢子 
(県民クラブ) 

小西和子 
(社民党) 

吉田敬子 
(無所属) 

高橋但馬 
(改革岩手) 

福井誠司 
(自民党) 

樋下正信 
(無所属) 

小野寺好 
(公明党) 

軽石義則 
(改革岩手) 

阿部盛重 
(改革岩手) 

過労死ラインの残業上限や裁量労働制の
拡大ではなく、健康と暮らしを守る労働時
間規制と真の同一労働同一賃金の実現を
求める請願⇒不採択 

○ × ○ × △ × × × △ △ 

青年が将来に希望を持ち、安心して働き暮
らせる岩手の実現を求める請願⇒採択 

○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

日米共同訓練の中止とオスプレイの訓練
参加中止を求める請願⇒不採択 

○ × ○ × × × × × × ○ 

私学助成の拡充を求める請願⇒採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

・１月１０日（水）午後６時～８時 
・２月 ８日（木）午後６時～８時 
予約電話番号：６５１－５８８１ 

 

小
学
校
５
・
６
年
生
へ
の
35
人

学
級
の
拡
充
に
つ
い
て
、
高
橋
教
育

長
は
、「
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、

集
団
の
ま
と
ま
り
の
構
築
や
学
力

の
定
着
、
不
登
校
、
い
じ
め
問
題
へ

の
対
応
な
ど
に
効
果
が
高
い
と
評

価
し
て
い
る
。
多
面
的
か
つ
具
体
的

な
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
前

向
き
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。 


